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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第24期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第23期

会計期間
自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成21年４月１日
至平成22年３月31日

売上高（千円） 4,681,428 4,243,575 20,661,120

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△83,520 △184,362 498,629

当期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△114,677 △247,498 347,499

純資産額（千円） 4,206,515 4,208,001 4,550,741

総資産額（千円） 12,690,913 12,618,430 13,003,808

１株当たり純資産額（円） 882.62 929.29 1,004.97

１株当たり当期純利益又は１株当

たり四半期純損失（△）（円）
△24.06 △54.66 74.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 33.1 33.3 35.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
172,736 △29,167 1,278,303

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△322,794 △90,936 △1,675,246

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△750,843 6,384 71,882

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,293,848 1,753,819 1,870,084

従業員数（人）
455

[1,573]

484

[1,259]

455

[1,616]

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期連結会計期間又は年間の平均人員（１

日８時間換算）を外数で記載しております。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む主要な事業の内容に変更は

ありませんが、当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号　平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用し、事業区分を以下のとおり変更しております。

  当社グループは、当社及び子会社５社により構成されており、グループ会社ごとに製品・サービス別の事業活動を

展開しております。事業内容は、ＤＰＥショップの経営とフランチャイズの展開並びにＷｅｂサイトを運営し、デジタ

ルプリントサービス及び写真関連商材等の販売を営むイメージング事業、携帯端末等の販売を営むモバイル事業、そ

の他のブライダル関連サービスの提供などを事業の内容としております。　

当社グループの主要会社ごとの主要製品・サービスの事業活動は次のとおりであります。

報告セグメントの名称 主要製品・サービス 主要な会社

　イメージング事業 

デジタルプリントサービス

写真関連商材

写真撮影サービス

当社

㈱プラザクリエイトイメージング

　モバイル事業 携帯端末 ㈱プラザクリエイトモバイリング

　その他 
ブライダル関連サービス

その他　

㈱プラザハート

他２社　

　

なお、主要な関係会社の異動は次のとおりであります。

当第１四半期連結会計期間より、㈱フォトネット及び㈱Ｑｌｉｘを設立し、新たに連結子会社となりました。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の所
有割合(％)

関係内容

（連結子会社）
　
㈱フォトネット
　

　
東京都千
代田区

　
10,000

　
その他

　
100.0

　
役員の兼務あり

　
㈱Ｑｌｉｘ
　

東京都千
代田区

10,000その他 100.0役員の兼務あり

（注）主要な事業の内容欄には、セグメント情報の名称を記載しております。　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 484[1,259]

（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期連結会計期間の平均人員（１日８時間換算）

を外数で記載しております。なお、臨時従業員数には、パートタイムを含み、派遣社員を除いております。

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 189 [53]

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期会計期間の平均人員（１日８時間換算）

を外数で記載しております。なお、臨時従業員数には、パートタイムを含み、派遣社員を除いております。

２．従業員数が当第１四半期会計期間において26名減少しておりますが、その主な理由は、平成22年４月１日の組

織変更及び人事異動に伴い関係会社に出向又は出向帰任によるものであります。

EDINET提出書類

株式会社プラザクリエイト(E04960)

四半期報告書

 3/22



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

イメージング事業 2,497,690 △10.4

合計 2,497,690 △10.4

（注）１．上記の金額は、販売価格によっております。

２．前年同期比は、前四半期連結会計期間の部門別を当四半期連結会計期間の報告セグメントの方法により区分し

た上で比較しております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

　当第１四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

イメージング事業 476,779 △12.2

モバイル事業 606,289 △9.9

合計 1,083,068 △11.0

（注）１．前年同期比は、前四半期連結会計期間の部門別を当四半期連結会計期間の報告セグメントの方法により区分し

た上で比較しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当第１四半期連結会計期間は受注実績がないため記載は行っておりません。

(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

イメージング事業 3,319,590 △12.4

モバイル事業 758,311 1.3

 その他 165,674 14.3

合計 4,243,575 △9.4

（注）１．前年同期比は、前四半期連結会計期間の部門別を当四半期連結会計期間の報告セグメントの方法により区分し

た上で比較しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．イメージング事業では、第３四半期連結会計期間において、主として年賀ポストカード等のプリント製品の需

要が集中して発生するため、第３四半期連結会計期間の売上高は、他の四半期連結会計期間の売上高と比べ著

しく高くなる傾向にあります。　
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、自律的回復への基盤が整いつつあるものの、小売サービス

業界は厳しい状況が続いております。

　国内写真関連市場においては、デジタル領域が拡がり、サービス内容も多様化しておりますが、プリント数量の

減退がつづく市況傾向にあり、フォトブックの普及やネットによるデジタルサービス受注拡大、店舗プリントの

付加価値を高めるサービスの提供などの施策が急務となっております。

　このような状況のもと当社は、システム構築の高度化によるネット取引の充実に取り組むとともに、立地環境

に応じた店舗運営による収益力の改善・拡大に取り組んでまいりました。また、モバイル事業ではアイフォン及

びデータ通信カードなどの販売強化に注力いたしました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は、42億43万円（前年同期比9.4％減）となりました。

　利益面では、継続してグループ企業内再編など店舗運営体制の効率化及び経費圧縮の効果により販売費及び一

般管理費が減少したものの、売上高の減少により、営業損失２億41百万円（前年同期：営業損失１億33百万

円）、経常損失１億84百万円（前年同期：経常損失83百万円）、四半期純損失２億47百万円（前年同期：四半期

純損失１億14百万円）となりました。

　

　セグメント別では、イメージング事業は、４月の天候不順の影響や、店舗数の減少もあり、売上高33億19百万円

（前年同期比12.4％減）、セグメント損益は１億69百万円の損失（前年同期：96百万円の損失）となりました。

　モバイル事業は、売上高７億58百万円（前年同期比1.3％増）、セグメント損益は１百万円の利益（前年同期比

84.8％減）となりました。

　その他の事業は、売上高１億65百万円（前年同期比14.3％増）、セグメント損益は16百万円の損失（前年同

期：３百万円の利益）となりました。

　なお、前年同期比は、前四半期連結会計期間の部門別を当四半期連結会計期間の報告セグメントの方法により

区分した上で比較しております。　

　

(2）財政状態の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産の額は126億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億85百万円の

減少となりました。主な要因は、現金及び預金が１億25百万円減少し、有形固定資産が２億２百万円減少したこ

とによるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末の負債の額は84億10百万円となり、前連結会計年度末に比べ42百万円の減少と大

きな変動はありません。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産の額は42億８百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億42百万円の減

少となりました。主な要因は、配当金の支払額90百万円などにより利益剰余金が３億37百万円減少したことなど

によるものであります。また、当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は、前連結会計年度末の

35.0％から33.3％となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況　

　当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ１億16百万円減少し、17億53

百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは29百万円の支出となり、前第１四半期連結会計期間に比べ２億１百万円

の支出の増加（前年同期　１億72百万円の収入）となりました。主な要因は、税金等調整前四半期純損失の増加

１億22百万円（前期　税金等調整前四半期純損失１億5百万円）等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは90百万円の支出となり、前年同期に比べ２億31百万円の支出の減少（前

年同期比71.8％減）となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出の減少１億78百万円（前年同期

比63.1％減）等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは６百万円の収入となり、前年同期に比べ７億57万円の収入の増加（前年

同期　７億50百万円の支出）となりました。主な要因は、短期借入金の純増額６億36百万円の増加（前年同期　短

期借入金の純増減額△２億50百万円）等によるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　前連結会計年度末において計画した重要な設備の新設、拡充等について、当第１四半期連結会計期間における状況

は以下のとおりであります。

会社名 事業所名
セグメント
区分

設備の内容
投資予定金額

資金調達方法
着手及び完了予定年月

備考総額
（千円）

既支払額
（千円）

着手 完了

提出会社
本社及び

店舗等
イメージング

プリントシ

ステム及び

店舗ネット

ワーク設備

500,00012,570

自己資金及

び金融機関

からの借入　

平成22年4月　

　
平成23年3月（注２）

㈱プラザクリ

エイトイメー

ジング　

店舗 イメージング 店舗設備 100,0004,839

自己資金及

び金融機関

からの借入

平成22年4月平成23年3月（注２）

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２. 店頭及びネットによる受注及び生産能力が増加する予定であります。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,132,582 6,132,582
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　

単元株式数は、100

株であります。

計 6,132,582 6,132,582 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
－ 6,132,582 － 1,017,880 － 265,346

　

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,604,300 － －

完全議決権株式（その他）　（注１） 普通株式 4,525,900 45,259 －

単元未満株式　（注２） 普通株式 2,382 －
１単元（100株）未

満の株式

発行済株式総数  6,132,582 － －

総株主の議決権 － 45,259 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義が200株（議決権の数２個）含まれておりま

す。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有自己株式57株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱プラザクリエイト
東京都千代田区

五番町１番地
1,604,300 － 1,604,300 26.16

計 － 1,604,300 － 1,604,300 26.16

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 572 575 505

最低（円） 538 471 480

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,038,319 2,163,584

受取手形及び売掛金 486,773 605,179

商品及び製品 773,012 668,770

原材料及び貯蔵品 269,398 275,893

その他 1,028,364 1,035,263

貸倒引当金 △17 △30

流動資産合計 4,595,851 4,748,661

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,831,339 2,803,722

減価償却累計額 △2,089,394 △2,069,643

建物及び構築物（純額） 741,944 734,078

機械装置及び運搬具 6,135,636 6,240,178

減価償却累計額 △4,376,337 △4,283,412

機械装置及び運搬具（純額） 1,759,298 1,956,765

土地 1,348,624 1,348,624

その他 1,351,518 1,335,166

減価償却累計額 △1,055,297 △1,026,082

その他（純額） 296,221 309,084

有形固定資産合計 4,146,088 4,348,552

無形固定資産

のれん 53,779 63,963

その他 374,626 401,737

無形固定資産合計 428,406 465,701

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,742,132 2,745,049

その他 1,023,294 1,055,235

貸倒引当金 △317,343 △359,392

投資その他の資産合計 3,448,083 3,440,892

固定資産合計 8,022,578 8,255,146

資産合計 12,618,430 13,003,808
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 608,550 607,902

短期借入金 3,079,090 2,785,292

1年内償還予定の社債 140,000 140,000

未払法人税等 12,002 38,037

賞与引当金 35,115 68,180

ポイント引当金 77,500 89,700

その他 748,540 761,361

流動負債合計 4,700,798 4,490,474

固定負債

長期借入金 2,256,601 2,461,302

退職給付引当金 523,997 564,080

負ののれん 199,483 265,977

長期預り保証金 590,823 609,525

その他 138,724 61,706

固定負債合計 3,709,629 3,962,592

負債合計 8,410,428 8,453,066

純資産の部

株主資本

資本金 1,017,880 1,017,880

資本剰余金 265,346 265,346

利益剰余金 4,086,976 4,424,127

自己株式 △1,144,067 △1,144,046

株主資本合計 4,226,135 4,563,307

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △18,133 △12,565

評価・換算差額等合計 △18,133 △12,565

純資産合計 4,208,001 4,550,741

負債純資産合計 12,618,430 13,003,808
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 4,681,428 4,243,575

売上原価 2,423,079 2,237,302

売上総利益 2,258,348 2,006,273

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 158,116 131,261

給料手当及び賞与 369,885 395,146

賞与引当金繰入額 34,327 34,014

雑給 558,379 489,020

賃借料 388,076 375,221

のれん償却額 11,804 10,184

その他 871,311 812,469

販売費及び一般管理費合計 2,391,900 2,247,319

営業損失（△） △133,551 △241,045

営業外収益

受取利息及び配当金 1,184 1,639

負ののれん償却額 66,494 66,494

その他 12,967 22,644

営業外収益合計 80,645 90,778

営業外費用

支払利息 23,400 23,442

その他 7,213 10,652

営業外費用合計 30,614 34,095

経常損失（△） △83,520 △184,362

特別利益

固定資産売却益 29,781 12,222

貸倒引当金戻入額 1,585 3,374

償却債権取立益 1,875 125

特別利益合計 33,241 15,721

特別損失

減損損失 42,400 24,170

固定資産除却損 7,198 3,860

店舗閉鎖損失 5,968 182

賃貸借契約解約損 － 2,752

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 28,455

特別損失合計 55,567 59,422

税金等調整前四半期純損失（△） △105,845 △228,063

法人税、住民税及び事業税 8,831 8,242

法人税等調整額 － 11,192

法人税等合計 8,831 19,435

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △247,498

四半期純損失（△） △114,677 △247,498
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △105,845 △228,063

減価償却費 287,315 288,014

減損損失 42,400 24,170

のれん償却額 11,804 10,184

負ののれん償却額 △66,494 △66,494

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,585 △1,440

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,034 △40,083

ポイント引当金の増減額（△は減少） △14,300 △12,200

受取利息及び受取配当金 △1,184 △1,639

支払利息 23,400 23,442

固定資産売却損益（△は益） △29,781 △12,222

固定資産除却損 7,198 3,860

売上債権の増減額（△は増加） 88,568 119,693

たな卸資産の増減額（△は増加） △135,934 △97,747

仕入債務の増減額（△は減少） 87,546 648

その他 35,476 15,105

小計 222,551 25,227

利息及び配当金の受取額 2,005 2,317

利息の支払額 △15,764 △23,909

法人税等の支払額 △36,056 △32,802

営業活動によるキャッシュ・フロー 172,736 △29,167

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △83,000 9,000

有形固定資産の取得による支出 △282,002 △103,979

有形固定資産の売却による収入 48,200 23,278

無形固定資産の取得による支出 △24,557 －

投資有価証券の取得による支出 － △3,258

貸付金の回収による収入 5,434 －

その他 13,131 △15,976

投資活動によるキャッシュ・フロー △322,794 △90,936

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △250,000 386,380

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △370,000 △497,283

自己株式の取得による支出 △1,341 △21

配当金の支払額 △129,502 △82,691

財務活動によるキャッシュ・フロー △750,843 6,384

現金及び現金同等物に係る換算差額 △109 △2,546

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △901,010 △116,265

現金及び現金同等物の期首残高 2,194,859 1,870,084

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,293,848 1,753,819

EDINET提出書類

株式会社プラザクリエイト(E04960)

四半期報告書

14/22



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更

　　当第１四半期連結会計期間より、㈱フォトネット及び㈱Ｑｌｉｘは新たに設立したた

め、連結の範囲に含めております。

（2）変更後の連結子会社の数

　　５社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用 

　　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　これにより、営業損失及び経常損失が1,222千円増加し、税金等調整前四半期純損失

が38,175千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務

の変動額は67,678千円であります。　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しております。　
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．市場価格のない株式の減

損処理

　市場価格のない株式の発行会社の財政状態が悪化しているかどうかの判断にあたって

は、四半期連結会計期間末までに入手し得る直近の財務諸表を使用する方法によってお

ります。　

２．たな卸資産の評価方法 　たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味

実現価額を見積り、簿価の切下げを行う方法によっております。　

３．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定しております。　

４．固定資産の減損兆候の決

定方法

　減損の兆候にあたっては、前連結会計年度末以降に使用範囲又は方法について当該資産

又は資産グループの回収可能価額を著しく低下させる変化を生じさせるような意思決定

や、経営環境の著しい悪化に該当する事案が発生したかどうかについて留意し、兆候を把

握するか否か決定する方法によっております。　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

　該当事項はありません。 　同左

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　当社グループでは、第３四半期連結会計期間において、主

として年賀ポストカード等のプリント製品の需要が集中し

て発生するため、他の四半期連結会計期間の売上高と比べ

著しく高くなる傾向にあります。

　当社グループでは、第３四半期連結会計期間において、主

として年賀ポストカード等のプリント製品の需要が集中し

て発生するため、第３四半期連結会計期間の売上高は、他の

四半期連結会計期間の売上高と比べ著しく高くなる傾向に

あります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

現金及び預金 1,376,848千円

投資その他の資産その他 500,000 

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△583,000 

現金及び現金同等物 1,293,848 

現金及び預金 2,038,319千円

投資その他の資産その他 300,000 

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△584,500 

現金及び現金同等物 1,753,819 

　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　6,132千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　1,604千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 90,564 20.00平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　当社グループはイメージングサービス事業及びこれに付帯する業務を行っており、当該事業以外に事業の種類がな

いため該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、グループ会社ごとに製品・サービス別の事業活動を展開しております。したがって、当社グルー

プの事業単位は、グループ会社別のセグメントから構成されており、主要事業として「イメージング事業」、「モバ

イル事業」の２つを報告セグメントとしております。

「イメージング事業」は、ＤＰＥショップの経営とフランチャイズの展開並びにＷｅｂサイトを運営し、主にデ

ジタルプリントサービス及び写真関連商材等を販売しております。「モバイル事業」は、携帯ショップを運営し、携

帯端末等を販売しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

イメージ
ング

モバイル 計

売上高        

外部顧客への売上高 3,319,590758,3114,077,901165,6744,243,575－ 4,243,575
セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,882 369 2,251 205 2,457△2,457 －

計 3,321,472758,6804,080,152165,8804,246,033△2,4574,243,575

セグメント利益又は

損失（△）
△169,6741,355△168,318△16,065△184,384 21△184,362

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ブライダル事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「イメージング事業」セグメントにおいて、店舗について過去２期連続赤字店舗を対象に帳簿価額を回収可能

価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当

第１四半期連結累計期間においては24,093千円であります。

　

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。
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（金融商品関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

　

（有価証券関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。　

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。　

（賃貸等不動産関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 929円29銭 １株当たり純資産額 1,004円97銭

２．１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失 24円6銭 １株当たり四半期純損失 54円66銭

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。　

　      ２．１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失         

四半期純損失（千円） 114,677 247,498

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 114,677 247,498

普通株式の期中平均株式数（株） 4,766,205 4,528,192

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月６日

株式会社プラザクリエイト

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　伸介　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阪田　大門　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社プラザクリ

エイトの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社プラザクリエイト及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月６日

株式会社プラザクリエイト

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　伸介　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阪田　大門　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社プラザクリ

エイトの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社プラザクリエイト及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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